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１．「適切な座位姿勢」とは？

　座位姿勢は何かを遂行するために必要な姿勢である． 私達は，目的や環境に合せて様々な姿勢

を取り，その姿勢を変えることで日々の生活を営み，その結果として身体機能を維持している．

食事に適した姿勢，作業に適した姿勢，休息に適した姿勢は異なっていて，ひとつの「良い姿勢」

というものは無く，多様な姿勢が私達の生活を実現している．

　しかし，障害を持ったり，高齢になると，姿勢のバリエーションは減り，多様な姿勢を取るこ

とが難しくなる．同時に「姿勢を変える」ことも難しくなる．そうすると，偏った姿勢を取って

いる時間が長くなり，姿勢が固定化していくことにより，二次障害として関節の拘縮や褥瘡，呼

吸不全の原因となる．

　従って、シーティングで最も大切なのは、「変化と多様性の確保」であり、「良い姿勢」という

最適な姿勢などというものは存在しない．実際のシーティングにおいては，「安楽と活動の配分」

を検討する．「安楽」な座位姿勢とは，筋力やバランス調整をさほど必要とせず，心理的にもリラッ

クスできる姿勢で，長時間座っていることができるものとなる．言い換えれば，身体の機能・能

力をあまり必要としない座位とも言える．一方「活動」的な座位姿勢とは，頭部や体幹から上肢

をどの方向にも動かしやすい姿勢である．パフォーマンスを発揮しやすい分，筋力や関節可動域，

平衡感覚といった高い身体能力が対象者に求められる．

　上記の考えから目的に応じた座位姿勢を実現していくが，注意しなければいけないことがある．

座位姿勢だけにとらわれるのではなく，対象者が２４時間の生活の中で，どのような「体位」の

バリエーションを持っていて，その時間配分がどのようになっているか？そして，「身体各部」に

大きな影響を与えていないか？ということを意識することが大切である．

２．車椅子は第２の足

　車椅子座位での生活を営まれている対象者にとって，「車椅子は第２の足」といわれている．

現在，車椅子の役割として，安静・移動手段・作業遂行において，さまざまな役割を同時に担わ

なければならない多様性・柔軟性が求められている．また，対象者の障害特性，身体特性，実践

する作業特性に応じた応用性も求められる．

　その為には，車椅子を活用できる身体と環境を整えることが必要である．それにより，日常生
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活動作や余暇，仕事，休息など「本人が望む作業（活動）」が実現される可能性が広がり，心と体

が元気になっていくことが期待される．

　今回，生活へ繋げていくシーティングを実践する為に，座位姿勢評価から車椅子適合調整の基

礎を紹介する．
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